
概 　要

について認識をさらに深めていく。

期 　間 平成25年3月9日（土曜日）～10日（日曜日）〔1泊2日〕

参加者 宇部市在住又は在勤の40人

（一般32人、高校・大学生4人、小・中学生4人）
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事業費 132万円は復興支援うべが負担

参加者自己負担　1人30,000円（高校・大学生は15,000円、小・中学生は5,000円）

羽田空港発

山口宇部空港着

東日本大震災復興支援として宇部市が継続して支援を行っている福島県いわき市を訪れ、

（ルートイン泉駅前　いわき市泉町字八木屋14-4）

いわき市勿来市民会館到着・受付

「なこその希望ウォーク2013」スタート

　　◆ 16kmコース（津波被災地　錦須賀・岩間町・小浜町を歩く）

　　　　　【所要時間 3～4時間】

　　◆ 5.4kmコース（津波被災地　錦須賀を歩く）

9日
（土）

10日
（日）

山口宇部空港集合・受付

山口宇部空港発

羽田空港着　貸切バスでいわき市へ

いわき市観光物産センター『いわき・ら・ら・ミュウ』

いわき市石炭・化石館『ほるる』

東日本大震災復興支援　いわき市スタディーツアー

本市と同じく石炭で発展したいわき市の歴史を学びながら両市の絆を深めるとともに、震災

から2年が経過した被災地の現実（いま）を感じ、被災者の思いに寄り添いながら防災・減災

　　　　　【所要時間 1時間30分～2時間】　終了後、いわき市内他地区の視察

いわき市勿来出発　貸切バスで羽田空港へ

いわき炭田史研究会と交流及び見学

いわき湯本温泉『古滝屋』で立寄入浴及び夕食

ホテル着、宿泊


